
●
8
月
21
日
～
23
日
　�

北
海
道
教
学
講
習
会
　	

於
ホ
テ
ル
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ

●
8
月
22
日
　
山
越
家
お
盆
回
向
（
札
幌
真
駒
内
）

●
8
月
27
日
　
第
２
回
鍋
島
客
殿
保
存
会
　

●
9
月
7
日
　��

永
隆
寺
先
代
年
回
法
要
　	

	

同
寺
第
二
十
七
世
権
大
僧
正		

温
良
院
日
善
（
木
下
善
博
）
上
人	

第
十
三
回
忌
法
要
　

●
9
月
13
日
　�

日
本
J
C
宗
教
部
会
討
論
会
　	

於
新
横
浜
グ
レ
ー
ス
ホ
テ
ル　

●
10
月
2
日
～
4
日
　�

東
京
教
学
講
習
会	

　	

於
人
形
町
宗
務
院　

●
10
月
10
日
　�

正
隆
会
　
秋
の
ウ
ォ
ー
ク
　		

佐
倉
堀
田
邸
他
ー
別
項
参
照
　

●
10
月
15
日
　�（
公
財
）
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会

於
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　

●
10
月
22
日
　
即
位
の
礼
　

●
10
月
24
日
　�

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
京
都
理
事
会	

於
本
圀
寺
　

●
10
月
26
日
　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
身
延
山
献
茶
式

●
11
月
2
日
　
川
島
正
次
郎
先
生
第
五
十
回
忌
　

●
11
月
3
日
　
御
会
式
　

●
11
月
6
日
～
20
日
　�

村
山
秀
紀
表
装
展
　		

於
日
本
橋
高
島
屋

●
11
月
9
日
　
竹
灯
籠
能
・
落
語
ー
別
項
参
照
　

●
11
月
12
日
　
稲
生
家
・
大
竹
家
第
五
十
回
忌
　

●
11
月
13
日
　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
池
上
本
門
寺
供
茶
式

●
11
月
14
日
　�

全
日
本
仏
教
会
理
事
会
　	

	

於
京
都
東
本
願
寺
し
ん
ら
ん
交
流
館

●
12
月
6
日
　�

東
京
教
区
寺
庭
婦
人
会
　	

	

鍋
島
客
殿
見
学
　

●
12
月
7
日
　�

河
口
湖
常
在
寺
先
代
年
回
法
要
　	

大
本
山
光
長
寺
第
六
十
九
世
・	

同
寺
第
三
十
九
世
大
僧
正
日
行
聖
人	

第
二
十
三
回
忌
法
要
　

●
12
月
9
日
　�

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ

パ
ー
テ
ィ
　
於
帝
国
ホ
テ
ル
　

●
12
月
10
日
　�

茶
の
湯
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
茶
会
　

於
帝
国
ホ
テ
ル

●
12
月
13
日
　
京
都
福
知
山
光
延
寺
訪
問

●
12
月
14
日
　
正
隆
会
二
千
遍
唱
題
会

●
12
月
17
日
　
音
羽
護
国
寺
中
丸
堂
見
学
会

●
12
月
23
日
　
お
焚
き
上
げ
法
要

●
11
月
15
日
　�

平
島
盛
龍
先
生
お
祝
い
会
・
還
暦
職
員

お
祝
い
会
　
於
鍋
島
客
殿
　

●
11
月
18
日
　�

勝
田
光
代
（
伊
東
深
水
画
伯
子
息
）

	

夫
人
来
山

●
11
月
19
日
　�

光
長
寺
貫
首
原
井
日
鳳
猊
下
第
一
三
八

代
管
長
推
戴
式
　
於
大
本
山
光
長
寺
・

沼
津
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
　

●
11
月
23
日
　�

元
総
代
長
島
伸
行
氏

	

美
保
子
夫
人
誕
生
会

	

於
銀
座
・
S
t.

　
　
　
　
　
　

サ
ワ
イ
オ
リ
オ
ン
ズ

●
11
月
25
日
　�

ロ
ー
マ
教
皇
ミ
サ
　

	

於
東
京
ド
ー
ム
（
写
真
左
上
）　

●
11
月
26
日
　�

淡
交
会
裏
千
家
全
国
支
部
長
大
会
　

於
京
都
リ
ー
ガ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
　

●
11
月
28
日
　�

N
P
O
法
人
ま
ち
こ
ら
ぼ
　		

鍋
島
客
殿
見
学
　

●
12
月
2
日
　�

歴
代
報
恩
法
要
・
総
代
会
・
お
祝
い
会

於
當
山
・
維
新
號
赤
坂
店
　

　10 月 10 日、秋日和のもと佐倉市にある鍋島客殿ゆかりの旧堀田邸
見学（写真上）はじめ、国立歴史民俗博物館、武家屋敷（同中央）、佐
倉順天堂記念館（同下）など、歴史の舞台となった場所を訪れました。
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妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和２年１月 1日発行

令
和
二
年
元
旦

参加費▶︎500 円（御写経御手本・半紙・美味しいもの）
＊書道具（筆ペン）はご用意しております。

猿江別院御写経会
１月24日（金）　４月10日（金）　６月５日（金）
８月７日（金）　10月２日（金）　12月４日（金）

無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の
35

じ

　
　え 

ん

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

1 月 11日（土）　初題目・写経会
2月 3 日（月）　節分会
3月 14日（土）　勉強会「日蓮紀行」拝読 7
4月 18日（土）　春のウオーク「湘南」
5月 7 日（木）　猿江大祭
5月 16日（土）　勉強会「日蓮紀行」拝読 8
6月 13日（土）　勉強会「日蓮紀行」拝読 9
7月 11日（土）　勉強会「日蓮紀行」拝読 10

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例
講正隆会を開催しております。仏教や法華経に
ついての勉強会や写経会、またウォーキング課
外活動を行っています。檀信徒、ご友人どなた
でも参加できます。例会では、毎回1時半より
正隆廟墓前法要を奉修しております。午後 2時開催

　
昨
年
秋
は
、
台
風
15
号
・
19
号
・
21
号
が
日
本
列
島
に
猛
威
を
振
る
い
、
日
本
各
地
に
風
害
水
害
の
爪
痕
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
問
題
が
叫
ば
れ
る
中
、
今
ま
で
と
は
想
定
外
の
風
力
で
あ
っ
た
り
降
水
量
、
そ
れ
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
る
被
害
の
規
模
の

大
き
さ
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
宗
の
大
本
山
の
一
つ
で
あ
る
茂
原
鷲
山
寺
は
、
現
在
、
新
本
堂
建
設
中
で
す
が
、
幸
い
軽
微
な
被
害
で
あ
り
ま
し
た
。
J
R
茂

原
駅
周
辺
は
浸
水
被
害
に
遭
い
、
ま
た
、
東
金
や
長
生
村
の
本
宗
寺
院
で
は
倒
木
に
よ
る
建
物
や
墓
地
へ
の
被
害
、
あ
る
い
は
、
一
週

間
以
上
の
停
電
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
行
政
な
ど
本
来
は
有
効
に
機
能
す
べ
き
機
関
が
活
動
で
き
な
か
っ
た
反
面
、
自
主
的
に
地
域
で
立
ち
あ
が
っ
た
所
も
あ
り
、
ま
た
、

遠
方
よ
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
ら
れ
た
感
謝
の
場
面
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
と
自
然
災
害
、
一
見
関
わ
り
の
無
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、
人
間
社
会
に
お
い
て
は
、
非
常
に
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
現
状
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
の
助
け
合
い
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
私
た
ち
が
立
っ

て
い
る
こ
の
時
間
と
場
所
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
得
る
で
あ
ろ
う
自
然
災
害
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
人
災
で
あ
る
こ
と
を
免

れ
る
た
め
に
は
、
よ
り
柔
軟
で
強
固
な
人
間
同
士
の
繋
が
り
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
仏
教
寺
院
も
、
嘗
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
存
在
が
、
近
現
代
の
急
速
な
発
展
の
中
で
改
め
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
中
心
と

し
て
機
能
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
災
害
に
と
ど
ま
ら
ず
日
々
の
中
で
寺
院
が
非
日
常

的
な
存
在
で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
檀
信
徒
や
地
域
の
人
々
に
開
か
れ
た
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
が
、立
正
安
国
論
に
お
い
て
人
々
の
心
の
在
り
様
こ
そ
が
大
切
で
あ
っ
て
、正
し
く
仏
法
を
信
仰
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
少
し
で
も
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
或
い
は
、
種
々
の
苦
境
に
あ
っ
て
も
よ
り
良
い
方
向
に
転
換
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
最
良
の
道
で
あ
る
と
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
教
え
に
従
い
、
先
々
代
日
照
上
人
の
残
さ
れ
た
「
親
し
く
正
し

く
和
や
か
に
」
を
胸
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。　

�

鴉　
鵠

● 1 月 1 日（水・祝）　元旦国祷会
● 2 月 3 日（月）節分会
● 3 月 20 日（金・祝）　春の彼岸中日法要

予告今後の予定

鵠
沼
・
晴
明
庵　
11
月
23
日　

晴
れ
の
特
異
日
で

あ
る
は
ず
が
小
雨
の
降
る
中
、
お
会
式
が
奉
修
さ
れ
、

十
数
名
参
加
の
も
と
、
宗
務
院
・
渡
部
憲
亮
上
人
ご

法
話
の
後
、
唱
題
を
行
い
ま
し
た
。

桑
港
・
日
蓮
教
会　
11
月
10
日　

秋
空
の
中
、
30
数

名
の
参
加
を
得
て
お
会
式
法
要
を
奉
修
致
し
ま
し
た
。

７
歳
と
３
歳
の
男
の
子
の
七
五
三
祈
願
、
及
び
８
月
に

逝
去
さ
れ
たW

illiam
 M

atsuda

氏
の
四
十
九
日

忌
・
百
ケ
日
忌
の
法
要
を
御
勤
め
し
ま
し
た
。

正隆会 秋のウォーク
鍋島客殿ゆかりの佐倉・旧堀田邸見学

▶︎行程　　　　小 田 急 江 ノ島 線「 鵠 沼 海 岸」駅（ 新 宿より約 80 分）前 集 合 
10:30 ⇒10:40 晴明庵⇒鵠沼海岸駅⇒片瀬江ノ島駅⇒12:00 昼食（「貝作」
江ノ島産海の幸コース⇒13:30 新江ノ島水族館見学⇒15:00 頃 水族館現
地解散

参加費（予定）:�大人 5,000 円、中・高生 4,000 円、� �
小学生 3,000 円

＊詳細は、別紙案内を参照

正隆会  春のウオーク
鵠沼晴明庵と新江ノ島水族館見学会

日時：令和 2年 4月18日（土）

一之輔落語×竹灯籠能「羽衣」
　秋も一段と深まった11月9日、恒
例の落語会・竹灯籠能が催されまし
た。三遊亭一之輔師匠による「呑める」、
続いて「天災」をお披露目しました。
その後、一之輔師匠・浅見能楽師・
当住上人による鼎談（本紙掲載予定）
が行われ、夕闇に包まれる頃には竹
灯籠に明りを灯し、浅見師の美しい
天女の舞いにより、本堂は一層幽玄
な世界に包まれました。

　なお、今年は11月7日
（土）に開催を予定してお
ります。

当住上人の
宗務院宗務院 diarydiary

8/30,10/18, 12/11 
内局会議
8/27, 10/23-24, 10/30, 12/4 
宗門史編纂委員会
8/29, 10/30, 12/11 
等級制度検討特別委員会

8/30, 11/29  
宗祖聖誕800年実行委員会
9/4-6    
宗務院研修会　於札幌・小樽
9/17-19   
法華宗教学研究所総会

募集

線香メーカー「カメヤマ」のコラボ線香シリーズは、
各社と共同で開発したミニ寸線香（安田松慶堂提供）

当住上人久美夫人
「飾りたい・書展」

へ出品
父と母は今年、雲の上へ

平成33年は
宗祖御聖誕

800年800年



　

泊　

で
す
か
ら
、
妙
壽
寺
さ
ん
と
の
ご
縁
は
お

や
じ
の
代
か
ら
で
す
ね
。

住
職　

そ
れ
か
ら
、
お
母
様
の
お
葬
儀
が
妙
壽

寺
の
ご
本
堂
で
盛
大
に
営
ま
れ
た
と
き
、
当
山

始
ま
っ
て
以
来
、
ご
生
花
の
数
が
多
か
っ
た
と

い
う
、
今
で
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
も
博
報
堂
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
お
兄
様

（
泊
懋
氏
）
が
東
映
の
副
社
長
、
そ
の
後
、
東

映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。（
平
成
26
年
3
月
発
行
「
テ
ラ
ス
」
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
掲
載
）

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
ご
母
堂
様
の
お
葬
儀
は

参
列
者
の
多
さ
で
大
変
で
し
た
ね
。

泊　

私
も
ち
ょ
う
ど
博
報
堂
の
営
業
局
長
に
就

い
て
１
年
か
２
年
目
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
々
が
参
列
さ
れ
、
兄
と
２
人
分

だ
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
。

住
職　

生
花
の
数
が
す
ご
か
っ
た
。

泊　

２
人
と
も
現
役
だ
と
あ
ん
な
も
の
か
な
、

み
た
い
な
感
じ
で
。

妙
壽
寺
役
員
ご
依
頼

住
職　

そ
の
後
、
お
寺
に
い
ろ
い
ろ
お
力
添
え

い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
に
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
日
の
お
話
の
、
こ
の
場
が
乃
木
坂
、

現
在
の
泊
総
代
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
赤
坂
通
り
を

日
枝
神
社
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
元
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
会

館
が
あ
り
、
そ
こ
が
Ｂ
ｉ
ｚ
タ
ワ
ー
と
な
っ
て

博
報
堂
さ
ん
が
あ
り
、
妙
壽
寺
の
役
員
ご
依
頼

と
い
う
こ
と
で
お
伺
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と

き
も
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
お
仕
事
の

話
も
そ
う
で
す
し
、
眺
め
が
よ
か
っ
た
ん
で

す
ね
。
首
相
官
邸
と
か
皇
居
が
す
ぐ
見
渡
せ
る
。

何
階
で
し
た
か
。

泊　

22
階
で
す
ね
。

住
職　

相
当
よ
く
見
え
る
。
そ
の
と
き
に
、
営

業
担
当
役
員
を
さ
れ
て
い
て
、
常
務
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。
常
務
さ
ん
は
、
何
人
か
お

ら
れ
て
、
ご
担
当
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

泊　

担
当
は
営
業
で
す
か
ら
、
１
つ
の
グ
ル
ー

プ
、
私
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
グ
ル
ー
プ
は
6
0
0

人
ぐ
ら
い
。
現
場
じ
ゃ
な
い
の
で
〝
口
だ
け
番

長
〟
と
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
。（
笑
）

住
職　
（
笑
）　

こ
れ
を
快
く
お
受
け
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
は
先
日
、
都
心
に
あ
る
博
報
堂
の
、

非
常
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
建
物
を
見
か
け
て
…
。

泊　

神
田
錦
町
で
す
。

住
職　

お
彼
岸
に
ご
自
宅
へ
お
伺
い
し
た
と
き
、

ご
主
人
と
奥
様
に
そ
の
話
を
し
た
ら
、
す
ご
く

懐
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
社
内
結
婚
で
い
ら
し
た
と
か
…
。

泊　

そ
う
な
ん
で
す
。
う
ち
の
お
や
じ
の
葬
儀

が
き
っ
か
け
な
ん
で
す
。
同
期
で
す
か
ら
、
何

人
か
来
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
後
に
私
が
お
礼

参
り
と
い
い
ま
す
か
、
一
人
一
人
に
挨
拶
を
し

て
話
を
し
て
、
そ
の
時
に
…
。

住
職　

そ
れ
か
ら
…
。（
笑
）

泊　

お
つ
き
合
い
を
始
め
て
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。

広
告
代
理
店
の
仕
事
と
は

住
職　

も
と
も
と
博
報
堂
は
ど
う
い
う
発
祥
で

す
か
。

泊　

博
報
堂
は
電
通
と
一
緒
で
、
内
外
通
信
社

博
報
堂
と
い
い
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
新
聞
社

に
情
報
を
運
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
、
そ
れ
で

生な
り
わ
い業

を
持
っ
て
い
る
会
社
で
し
た
。

住
職　

非
常
に
基
礎
的
な
質
問
で
す
が
、
い
わ

ゆ
る
私
ど
も
が
耳
に
す
る
共
同
通
信
と
か
時
事

通
信
と
は
ま
た
別
の
も
の
で
す
か
。

泊　

同
じ
で
す
。
電
通
も
同
じ
で
す
が
、
博
報

堂
は
そ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
つ
い
で
に
、
主

に
書
籍
の
広
告
を
取
り
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
書
籍
広
告
の
大
半
は
博
報

堂
が
扱
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
、
昔

は
。

住
職　

そ
れ
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
く
。
電
通

は
メ
デ
ィ
ア
の
ほ
う
へ
行
く
ん
で
す
か
。

泊　

戦
後
で
す
ね
。
戦
後
の
取
り
組
み
方
の
違

い
と
い
う
か
、
昭
和
30
年
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
か

ら
差
が
出
た
ん
で
す
ね
。
電
通
は
、
要
す
る
に

テ
レ
ビ
に
出
資
を
し
、
テ
レ
ビ
の
広
告
を
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
博
報
堂
は
書
籍
の

広
告
の
会
社
で
す
か
ら
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
信

奉
し
て
電
気
紙
芝
居
と
言
っ
て
軽
蔑
し
て
い
た

ん
で
す
。
創
業
は
瀬
木
さ
ん
と
い
う
オ
ー
ナ
ー

カ
ン
パ
ニ
ー
で
し
た
か
ら
。

住
職　

瀬
木
家
と
い
う
の
は
。

泊　

瀬
木
家
は
富
山
の
出
身
で
す
。
電
通
さ
ん

は
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
成
長
し
て
５

倍
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ん
で
す
。
博
報
堂
は
電
通

に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
い
う
感
じ
で
、
新
し

い
手
法
を
取
り
入
れ
て
成
長
し
て
、
今
、
ま
あ

ち
ょ
う
ど
半
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す

か
ね
。
今
は
、
日
本
国
内
市
場
の
扱
い
で
は
ほ

と
ん
ど
電
通
を
追
い
抜
い
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
す
。
海
外
戦
略
で
ち
ょ
っ
と
ま
だ
水
が
あ
い

て
い
ま
す
け
ど
。

住
職　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
安
倍
内
閣
で
し
た
か
。

泊　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
２
０
年
７
月
）

は
福
田
さ
ん
の
と
き
で
し
た
。

住
職　

非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
大
き
い

と
こ
ろ
で
は
電
通
さ
ん
だ
け
ど
も
、
い
ろ
い
ろ

博
報
堂
さ
ん
も
や
ら
れ
て
い
て
、
プ
レ
ス
の
運

営
仕
切
り
を
全
部
さ
れ
て
い
た
と
。
実
は
、
私

は
宗
派
の
事
務
局
の
役
員
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本

の
場
合
は
常
に
天
候
の
心
配
が
あ
っ
て
、
泊
総

代
か
ら
「
い
き
な
り
天
気
が
悪
く
な
っ
て
、
ヘ

リ
で
要
人
を
運
ぶ
こ
と
も
だ
め
に
な
り
、
す
ご

く
現
場
が
混
乱
し
た
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
す
ご
く
リ
ア
ル
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
夫
人
同
伴
な
の
で
、
奥
様
だ
け
の
サ
ミ
ッ

ト
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

泊　

夫
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

住
職　

や
は
り
ご
苦
労
が
多
か
っ
た
で
す
か
。

泊　

い
や
、
も
う
本
当
に
大
変
で
す
、
裏
方
は
。

住
職　

そ
う
で
す
よ
ね
。
私
も
洞
爺
湖
へ
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
が

車
で
１
時
間
ぐ
ら
い
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
そ
の
間
の
移
動
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
お
話
で
し
た
ね
。
総
代
は
、
そ
の
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
に
詰
め
て
い
た
ん
で
す
か
。

泊　

そ
う
で
す
。
私
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
１
カ
月

ぐ
ら
い
前
か
ら
住
ん
で
い
て
、
行
っ
た
り
来
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
運
転
手
も
い
る
の
で
、
そ

ん
な
に
大
変
で
は
な
い
で
す
が
、
た
だ
、
総
責

任
者
だ
っ
た
の
で
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
及

び
プ
レ
ス
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
あ
と
は
催
事
関

係
な
ど
の
対
応
指
示
や
確
認
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
天
気
が
悪
く
、
霧
で
何
も
見
え
な
く
て
ね
。

住
職　

私
ど
も
に
は
本
当
に
わ
か
ら
な
い
世
界

で
す
け
ど
も
、
結
局
、
そ
う
い
う
の
も
入
札
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

泊　

そ
う
で
す
。

住
職　

入
札
と
い
う
と
物
の
売
り
買
い
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
ソ
フ
ト
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
の
こ
と
も
全
部
入
札
と
い

う
の
は
、
こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
方
式
な

ん
で
す
か
。

泊　

何
と
い
う
ん
で
す
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
い
ろ

ん
な
こ
と
で
た
た
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
…

住
職　

相
見
積
も
り
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
す

か
。

泊　

相
見
積
も
り
で
は
な
い
で
す
ね
。
一
旦
、

企
画
競
争
を
や
っ
た
後
に
見
積
も
り
を
や
る
ん

で
す
よ
。
そ
こ
で
ゼ
ロ
円
を
出
し
た
企
業
が
勝

ち
ま
す
か
ら
。

住
職　

そ
れ
は
そ
う
で
す
よ
ね
。

泊　
（
笑
）　

こ
れ
、
な
か
な
か
読
め
な
い
で
す

よ
。
そ
う
な
っ
た
ら
し
よ
う
が
な
い
で
す
け
ど
。

住
職　

あ
と
、
私
ど
も
が
興
味
が
あ
る
の
は
、

今
、
全
て
が
協
賛
で
…

泊　

お
金
集
め
で
す
。

住
職　

大
体
私
ど
も
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
も
そ

う
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
は
、
例
え

ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
な
ぜ
こ
ん
な
真
夏
の
と
き

に
や
る
の
か
な
と
。
実
は
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
向
こ
う
10

年
間
の
放
映
権
を
何
兆
円
で
買
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
世
界
の
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
が
秋

の
時
期
に
重
な
る
か
ら
、
夏
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
押
し
切
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
伺
う
と
、

ス
ポ
ン
サ
ー
が
あ
る
か
ら
で
き
る
。

　

で
も
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
力
関
係
の
調
整
と

い
う
の
は
相
当
神
経
を
お
使
い
で
は
な
い
で
す

か
。

泊　

そ
う
で
す
ね
。
ほ
と
ん
ど
板
挟
み
の
中
で

調
整
す
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
お
金
の
力
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
時

代
で
も
あ
り
ま
す
ね
、
昔
と
違
っ
て
。
意
味
が

あ
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
時
代
で
は

も
う
な
い
で
す
ね
。
金
融
と
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
う
か
、
リ
タ
ー
ン
が
ど
の
ぐ
ら
い
取

れ
る
か
と
か
い
う
こ
と
を
計
算
し
な
い
と
成
り

立
た
な
い
。

　

文
化
と
か
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
側
面
で
物
事
を

評
価
し
て
い
な
い
で
す
ね
。
い
い
か
ど
う
か
と

い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

泊
家
と
妙
壽
寺

住
職　

今
日
は
お
忙
し
い
な
か
、
泊
総
代
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
の
お
彼

岸
に
は
奥
様
と
お
参
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泊
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）　

い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

住
職　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
泊
総
代
に

は
か
ね
て
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
お
伺
い
を
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
泊
家
に
お
伺
い
し
、
存
じ
上
げ

た
の
は
、
お
父
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
昭
和
49
年

の
お
正
月
で
し
た
ね
。

泊　

そ
う
で
す
。
元
旦
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
。

住
職　

急
逝
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、佐
々

木
上
人
と
お
通
夜
に
お
伺
い
し
た
と
い
う
の
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
朝
、
年
賀
状
を
と
り

に
行
か
れ
て
、
そ
の
後
、
お
ぐ
あ
い
が
悪
く
な

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
泊
家
は
代
を
さ

か
の
ぼ
る
と
、
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

泊　

長
崎
五
島
列
島
の
宇
久
島
で
す
。

住
職　

お
父
様
は
、
い
き
な
り
上
京
さ
れ
た
の

で
す
か
。

泊　

そ
う
で
す
ね
。
父
は
、
長
崎
県
立
中
学
校

か
ら
途
中
で
逗
子
開
成
中
学
校
、
そ
し
て
今
の

東
京
工
業
大
学
の
前
身
、
蔵
前
工
専
に
入
り
ま

し
た
。
ま
さ
に
蔵
前
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
国
鉄
に
入
っ
て
、
鉄
道
の
重
電
の
技
師
に
就

い
た
と
い
う
次
第
で
す
。

住
職　

そ
れ
は
列
車
、
電
車
関
係
の
技
師
で
す

か
。

泊　

そ
う
で
す
ね
、
変
電
所
の
設
計
技
師
で
す
。

軍
属
と
し
て
中
国
に
渡
り
…
。

住
職　

そ
れ
は
満
州
鉄
道
の
こ
と
で
す
か
。

泊　

上
海
で
、
華
中
鉄
道
に
配
属
さ
れ
て
、
戦

後
に
引
き
揚
げ
て
き
ま
し
た
。

住
職　

と
こ
ろ
で
、
妙
壽
寺
と
の
接
点
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
で
す
か
。

泊　

本
岡
の
墓
が
ご
ざ
い
ま
す
ね
。
本
岡
は
お

や
じ
の
姉
に
当
た
る
ん
で
す
よ
。

住
職　

嫁
い
だ
先
の
本
岡
家
が
妙
壽
寺
の
お
檀

家
だ
っ
た
と
。

泊　

そ
う
で
す
。
父
に
と
っ
て
義
理
の
兄
に
あ

た
り
ま
す
が
、
こ
の
縁
で
多
分
国
鉄
に
入
っ
た

と
思
い
ま
す
ね
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
…
。
や
は
り
風
力
発
電
な
ど
の
研
究
者
で

す
。
結
構
な
方
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
そ
の
本

岡
家
の
紹
介
で
妙
壽
寺
に
泊
家
の
お
墓
を
建
て

た
よ
う
で
す
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
本
岡
さ
ん
は
、
先
々
代

の
日
照
上
人
と
ご
縁
が
深
か
っ
た
こ
と
は
聞
い

て
お
り
ま
す
。

泊 三夫総代と当住上人（赤坂・乃木坂倶楽部前にて）

プロフィール

泊 三夫　Mitsuo Tomari　
生年月日：昭和 23 年 10 月 14 日

広告会社に長年勤務する間、数多くの新規得意先の開拓、新商品
のプロモーションをはじめ、博覧会や大型プロジェクトのプロデュー
スとチーム・マネジメントを一貫して推進し、今日にいたる。
■ 略歴
昭和 47 年 ㈱博報堂入社
平成 5 年 第十三営業局第五営業部長
平成 8 年 第三 BU 第十三営業局長
平成 14 年  執行役員第三広告カンパニー長補佐
平成 20年  常務執行役員企画業務局、環境コミュニケーション

推進室担当兼第二営業局長、「日本文化デザイン会
議」担当

平成 21年  常務執行役員第六アカウントユニット長、「日本文化デザ
イン会議」担当

平成 22年 常務執行役員テーマビジネスユニット長
平成 25年 顧問
平成 30年 3 月博報堂退任
■ 主な業績
JCB ゴールドカードの普及促進／富士重工・フォレスターの販売
促進／健康保険組合連合会のテレビ番組制作／国際河川博覧会

（ニューオルリンズ）、国際交通博覧会（バンクーバー）／日本郵政 
民営化キャンペーンの推進／洞爺湖サミットのプレスセンターの運営
プロデュースなど／この他、ベンチャーの設立等にも尽力している
■ 所属団体等
㈳ソシオ・エンジン・プロジェクト会長兼代表理事／㈳祭研究会
理事／㈱ベイシスコンサルティング代表取締役社長／㈳日本文化
デザインフォーラム理事／㈳通信研究会理事／㈳国連平和の鐘を
守る会理事／ OOON 会長兼ファウンダー／㈳日本ウズベキスタン
協会会員／㈳徳川みらい学会会員　　　     （令和元年 9月現在）

宗
祖
聖
誕
8
0
0
年
記
念
・
本
堂
落
慶
35
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人

令
和
元
年
9
月
24
日
　
於
・
乃
木
坂
倶
楽
部
（
港
区
赤
坂
）

泊 
三
夫
氏 

〈
上
〉

（
当
山
総
代
／
一般
社
団
法
人
ソ
シ
オ
・
エ
ン
ジ
ン
・

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
兼
代
表
理
事
）




